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従来開発と機能安全開発の大きな違い
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組込みシステムの複雑化による事故多発への対応として
「実の安全性向上」と「PL訴訟対策」のため、

機能安全は生まれた。
機能安全規格への適合で、過剰な安全対策を排除可能。
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準形式記述における課題

• 機能安全開発の現状
– 各図を個別に作成。

• 規格要求を満たすために愚直に作業。
– 各図間の情報連携（整合）が不十分。

• 課題
– 情報間の不整合が発生。不整合の検出が困難。

• 理由：各図間の情報連携意識が乏しいため
– 開発（作図）効率が悪いのではないか？（推測）

• もっと流れるように作図を進めれないか？
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VDAのFMEA手法の推奨
• VDA：ドイツ自動車工業会
• 5ステップメソッドのFMEA手法

① Product breakdown to system levels
② Functional description of system
③ Failure Analysis
④ Risks Evaluation
⑤ Risk Optimization
– 参考：http://www.opsalacarte.com/reliability-blog/dfmea-acc-to-vda-5-steps-approach/
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①構造分割  ②機能定義
③影響分析（安全分析） ④リスク評価

構造分割・設計
と安全分析を
並行実行可能

⑤最適化（安全設計追加）
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【当社事例】 Safety＆Security要求事項のギャップを詳細整理

制御セキュリティ規格
IEC 62443対応  
を想定

自動車機能安全規格
ISO 26262 対応済み
を前提

IEC 62443要求事項

画像引用：http://www.flaticon.com/
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ISO 26262対応では不足事項、
達成度評価、対応策を整理

（当社経験に基づく）
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【当社事例】VDAのFMEA手法のセキュリティへの応用（1/2）
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